
2

　２月定例会は２月 28 日に開会し、３月 23 日に閉会しました。当初予算９件、補正予算８件、条
例 19 件（うち委員会提出２件）、一般４件、人事２件の計 42 議案を可決（同意を含む）しました。
請願は賛成多数で趣旨採択しました。
　令和５年度の一般会計当初予算は前年度に比べ６億円増の１，０４６億円となりました。

令和５年度の重点取組

令和５年度の予算

１．「新しい“暮らし”を構想する」
２．「新しい“人”を巻き込む」
３．「新しい“体験”を創る」

◆社会保障関係経費の増加が見込まれる中、地方が地域社会のデジタル化や脱炭素化の推進な
ど様々な行政課題に対応しつつ、行政サービスを安定的に提供できるよう、地方の安定的な
財政運営に必要となる一般財源総額について、前年度と同水準を確保することとされている。

◆経済状況については、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進みつつある中、緩やかな持
ち直しが続いている。その一方で、原材料価格の上昇や円安の影響等によるエネルギーや食
料価格の高騰など、地域経済を取り巻く環境は依然として厳しい状況にある。

◆健全な財政運営に配慮しつつ、限られた財源を最大限に活用し、佐賀市の未来を“共創”す
るため、「３つの『新しい』を実行すること」をはじめとして、市民が豊かさを実感できるま
ちづくりに資する予算編成を講じている。

背　  景背　  景

令和５年度の予算規模
会　　計 予算額 増　　減（前年度比）
一般会計 １，０４６億円 ６億円（０．６％）

特
別
会
計

国民健康保険 ２６４億７，９００万円 ３億３，３００万円（１．３％）

国民健康保険診療所 １億２，８００万円 ９００万円（７．６％）

後期高齢者医療 ３８億３，８００万円 １億７，７００万円（４．８％）

企
業
会
計

自動車運送事業（市営バス） １２億２，５００万円 １，３００万円（１．１％）

水道事業 ７１億４，１００万円 △３億８，８００万円（△５．２％）

工業用水道事業 ３，０００万円 １，２００万円（６６．７％）

下水道事業 １５２億８，２００万円 △１８億９００万円（△１０．６％）

富士大和温泉病院事業 １９億２，８００万円 ２億２，５００万円（１３．２％）

※ 端数処理のため、増減率が一致しない場合があります。

「リッチ・ローカル 佐賀市」の実現を目指し、令和５年度のチャレンジとして、「３つの『新
しい』を実行する」を掲げる。
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◎令和５年度当初予算一般会計の状況
【歳入】 〔歳入総額　1,046億円〕

【歳出】 〔歳出総額　1,046億円〕         

《款　別》 《性質別》

市税
（318.6 億円）
30.5％

国庫支出金
（190.2 億円）
18.2％

地方交付税
（176.0 億円）
16.8％

交付金
（73.5 億円）
7.0％

県支出金
（102.5 億円）

9.8％

市債
（67.8 億円）
6.5％

地方譲与税
（7.4 億円）
0.7％

人件費
（149.3 億円）
14.3％

扶助費
（309.9 億円）
29.6％

民生費
（448.3 億円）
42.9％

総務費
（113.5 億円）
10.9％

教育費
（98.5 億円）
9.4％

公債費
（95.3 億円）
9.1％

衛生費
（94.3 億円）
9.0％

農林水産業費
（37.6 億円）
3.6％

※端数処理のため構成比が一致しない場合があります。

消防費
（40.8 億円）
3.9％

商工費
（26.1 億円）
2.5％

災害復旧費
（2.3 億円）
0.2％

議会費
（5.9 億円）
0.6％

その他
（2.6 億円）
0.2％

土木費
（80.8 億円）
7.7％

繰出金
（125.6 億円）
12.0％

補助費等
（81.8 億円）
7.8％

維持補修費
（23.2 億円）
2.2％

その他
（11.3 億円）
1.1％

積立金
（14.9 億円）
1.4％

物件費
（127.4 億円）
12.2％

投資的経費
（107.3 億円）
10.3％

公債費
（95.3 億円）
9.1％

自主財源
（428.6 億円）
41.0％依存財源

（617.4 億円）
59.0％

義務的経費
（554.5 億円）
53.0％

その他の
経費

（49.5 億円）
47.0％

繰入金
（37.8 億円）
3.6％

諸収入
（26.5 億円）
2.5％

使用料及び手数料
（18.6 億円）
1.8％

分担金及び負担金
（4.3 億円）
0.4％

寄附金
（20.0 億円）
1.9％

その他
（2.8 億円）
0.3％


